
会
が
12
月
9
日
（日
）開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
箱
根
駅
伝
で
「山

の
神
」
と
呼
ば
れ
た
柏
原
竜

二
選
手
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

に
迎
え
全
国
か
ら
約
４
千

名
が
参
加
し
、
当
町
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

当
町
か
ら
12
名
の
方
が

「給
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し

て
、
宮
の
奥
橋
付
近
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、
市
立
人
権

福
祉
セ
ン
タ
ー(

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ)

に
於
い
て
は
「応
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
南
桑
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
応
援
、
プ
ロ
ダ
ク
ツ
Ｋ
社
前
に
於
い
て
第
二

亀
岡
園
に
よ
る
太
鼓
応
援
を
、
又
、
沿
道
で
も
町
民
各

位
の
大
き
な
声
援
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
大
会
の
盛
会
に

貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
各
位
の
ご
声
援
、
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

薭田野町の人口

総 数 ２，５４９
男 性 １，２２８
女 性 １，３２１
世帯数 １，２57

平成3１年２月1日現在

第１８号
（平成３１年

３月１日発行）

発行責任者

薭田野町自治会

戦
没
者
追
悼
式
を
10
月
21
日
（日
）、
忠
魂
碑
特
設
会

場
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
薭
田
野
町
仏
教
会
7
寺
院
住
職
様
の
読
経
の

も
と
遺
族
会
員
21
名
を
は

じ
め
ご
来
賓
、
自
治
会
関

係
者
等
総
勢
50
名
が
参
加

し
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

大
石
自
治
会
長
か
ら
は

「戦
後
73
年
が
経
過
し
、

悲
惨
な
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
が
大
半
を
占
め
、
戦

争
体
験
も
風
化
し
つ
つ
あ

る
現
状
に
於
い
て
我
々
が

戦
争

の
恐
ろ
し
さ
、
平
和

の
尊
さ
を
い
つ
ま
で
も
語
り

続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
の
式
辞
が
あ
り
、
参

列
者
一
同
戦
没
者
の
ご
冥

福
と
平
和
を
守
り
続
け
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

今
年
で
４
回
目
と
な
る
「京
都
・亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大

戦
没
者
１
２
8
柱
に
ご
冥
福
を
祈
り

平
和
を
守
る
誓
い
を
す
る

平
成
30
年
度
戦
没
者
追
悼
式

今
年
も
約
４
０
０
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

当
町
を
駆
け
抜
け
る

第
４
回
京
都
・
亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

今
年
は
龍
潭
寺
で

座
禅
の
体
験
学
習
会
を
実
施

平
成
30
年
度
「
歩
い
て
知
ろ
う
！
薭
田
野
町
」

前
日
の
雨
も
ス
ッ
キ
リ
と
晴
れ
渡
っ
た
12
月
23
日
（日
・

祝
）「歩
い
て
知
ろ
う
！
薭
田
野
町
」
が
薭
田
野
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
桂
川
亀
岡
市
長
、
田
中
教
育
長
、
田
中
・中
村

両
府
議
会
議
員
、
田
中
市
議
会
議
員
を
来
賓
に
迎
え
、

薭
田
野
町
子
ど
も
「心
の
教
育
」
推
進
委
員
会
構
成
団

体
各
位
の
ご
協
力
を
得
て
、
小
・中
学
生
を
は
じ
め
保
護

者
を
含
め
て
総
勢
３
０
０
人
を
超
す
参
加
者
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
は
、
「子
ど
も
達
に
従
来
の
見
学
学
習
よ
り
体
験

学
習
を
経
験
し
て
も
ら
お
う
」
と
の
意
見
が
多
数
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
龍
潭
寺
様
の
ご
協
力
を
得
て
座
禅
を
計
画

し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
寒
い
中
、
座
禅
に
耐
え
ら
れ

る
か
な
？
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
す
が
薭
田
野
町

の
子
供
達
、
見
事
に
成
し
遂
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

しめやかに法要を実施多くの参列者が出席

懸命に走るランナー

ランナーを元気づける南中ブラスバンド演奏

南
中
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

多
数
参
加
の
開
会
式

桂川市長の力強い餅つき



年
末
特
別
警
戒
を
実
施

町
民
各
位
が
素
晴
ら
し
い
新
年
を
迎
え
て
も
ら
う
こ
と
を
願

い
、
今
年
も
12
月
28
日
～
29
日
に
於
い
て
年
末
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
し
た
。

本
施
策
は
各
町
の
自
主
防
災
会
、
消
防
分
団
が
中
心
と
な
り

亀
岡
市
全
体
で
実
施
し
て
お
り
、
薭
田
野
町
全
体
で
は
自
治
会

グ
ル
ー
プ
（自
治
会
役
員
・各
区
長
）、
防
犯
グ
ル
ー
プ
（駐
在
所
・

防
犯
推
進
委
員
）、
消
防
分
団
グ
ル
ー
プ
（消
防
分
団
・纏
会
）の

３
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
町
内
全
域
を
、
ま
た
、
各
区
で
は
副
区
長

、
組
長
・班
長
を
中
心
に
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
に
当
た
り
ま
し
た
。

特
に
28
日
に
は
桂
川
亀
岡
市
長
、
湊
市
議
会
議
長
、
岩
永
南

丹
広
域
振
興
局
長
、
川
瀬
亀
岡
警
察
署
長
、
林
中
部
広
域
消

防
長
等
の
激
励
を
受
け
、
厳
冬
の
中
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
31
年

消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
る

薭
田
野
消
防
分
団
出
初
式

★

★

亀
岡
市
消
防
団
出
初
式

★

★

１
月
６
日
（日
）午
前
７
時
か
ら

自
治
会
館
駐
車
場
に
於
い
て
大

石
自
治
会
長
、
竹
岡
自
主
防
災

会
長
、
美
馬
副
自
治
会
長
、
田

中
市
議
会
議
員
、
清
水
纏
会
理

事
、
田
井
亀
岡
市
消
防
副
団
長

、
寺
本
警
部
補
（駐
在
所
員
）、

各
区
長
、
纏
会
の
皆
様
を
来
賓

に
迎
え
出
初
式
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
度
は
再
三
に
亘
る
自
然
災
害
の
対
応
、
亀
岡
市
の
代
表
と

し
て
京
都
府
消
防
操
法
大
会
の
出
場
等
、
多
忙
な
一
年
と
な
り

ま
し
た
が
成
田
分
団
長
の
も
と
分
団
員
一
丸
と
な
り
多
大
な
成

果
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
も
全
団
員
が
「薭
田
野
町

民
の
命
と
財
産
を
守
る
！
」
決
意
を
新
た
に
し
、
ス
タ
ー
ト
を
し

ま
し
た
。

い
て
開
催
さ
れ
、
分
団
員
30

名
、
自
主
防
災
会
５
名
と
共

に
参
加
し
、
式
典
に
於
い
て

６
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
、
参
加
者
全
員
に

よ
る
市
中
パ
レ
ー
ド
、
全
消

防
分
団
に
よ
る
一
斉
放
水

が
南
郷
公
園
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

薭
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
戻
っ
て
か
ら
は
餅
つ
き
の
体
験
、
き
な
こ
餅
、

し
ょ
う
ゆ
餅
、
ぜ
ん
ざ
い
、
わ
た
菓
子
に
舌
鼓
を
打
ち
、
心
も
お

腹
も
満
杯
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
も
力
を
込
め
て
餅
つ
き

龍
潭
寺
で
の
座
禅

亀岡市からの激励

大石自治会長の挨拶

同
日
、
亀
岡
市
消
防
団

出
初
式
が
午
前
９
時
か
ら

亀
岡
中
学
校
体
育
館
に
於

消防分団の行進 自主防災会も堂々の行進



南
桑
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
る

平
成
30
年
11
月
21
日
（水
）東
京

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
催
さ

れ
た
公
益
財
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
協
議
会
創
立
70
周
年
記
念

式
典
に
お
い
て
南
桑
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
「優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大

臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
理
由
と
し
て
「学
校
、
保
護

者
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
た
活
動
の
継
続
」
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
過
去
か
ら
継
続

し
て
学
校
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、
子
ど

も
達
が
夢
を
持
ち
、
心
豊
か
に
、

た
く
ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
賜
物
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
今
後
も
よ
り
一
層
力
を
合
わ
せ
て

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

文部科学大臣表彰状堤ＰＴＡ会長、金丸校長が自治会訪問

私
た
ち
は
地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
行
政
や
関
係
機
関
と
の

架
け
橋
と
な
り
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
地
域
の

実
態
把
握
や
行
政
機
関
と
の
情
報
連
携
を
行
い
、
赤
ち
ゃ
ん
や

子
ど
も
の
支
援
活
動
及
び
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
や
相

談
役
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

過
日
（平
成
31
年
1
月
19
日
）、
全
国
民
生
・児
童
委
員
連
合

会
会
長
表
彰
の
伝
達
式
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。大

石
冨
士
子
様
、
稲
荷

千
登
勢
様
、
藤
野

照
雄
様

な
お
、
表
彰
者
氏
名
は
次
の
と
お
り

★
京
都
府
知
事
表
彰

精
励
賞分

団
長

成
田

秀
光
（柿
花
区
）

★
京
都
府
消
防
協
会
亀
岡
支
部
長
表
彰

班
長

茨
木

一
貴
（上
佐
伯
区
）

団
員

竹
岡

和
紀
（鹿
谷
区
）

★
丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

部
長

稲
荷

勇
樹
（柿
花
区
）

団
員

渡
辺

友
樹
（奥
条
区
）

団
員

松
山

和
樹
（太
田
区
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
引
き
続
き

認
知
症
徘
徊
模
擬
訓
練
を
実
施

平
成
30
年
10
月
14
日
（日
）、

第
二
亀
岡
園
の
ご
協
力
に
よ
り
、

柿
花
区
、
奥
条
区
、
芦
ノ
山
区

の
住
民
を
対
象
に
「認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
引
き

続
き
11
月
11
日
（日
）に
同
場

所
、
同
地
域
の
住
民
を
対
象
と

し
た
「認
知
症
徘
徊
模
擬
訓

練
」
を
実
施
し
、
認
知
症
に
対

す
る
正
し
い
知
識
の
習
得
、
徘
徊
者
に
対
す
る
「声
か
け
」方
法

に
つ
い
て
実
践
を
と
お
し
て
習
得
し
ま
し
た
。

認知症サポータ養成講座

今
年
も「心

の
教
育
」人
権
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

平
成
31
年
2
月
9
日
（土
）午
後
1
時
30
分
か
ら
亀
岡
市
立

人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
（ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
）に
於
い
て
人
権
研
修
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
田
中
市
議
会
議
員
を

来
賓
に
迎
え
、
約
１
４
５
名
と

い
う
多
数
の
方
の
出
席
を
い
た

だ
き
、
当
町
の
人
権
意
識
が
高

い
こ
と
を
伺
わ
せ
る
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

最
初
に
薭
小
6
年
生
に
よ
る
狂

言
「口
真
似
」
を
上
演
、
続
い
て

薭
小
児
童
6
名
、
南
中
生
徒
1

名
に
よ
る
人
権
作
文
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
演
技
と
心

打
つ
作
文
に
参
加
者
全
員
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
Ｄ
Ｖ

Ｄ
「夕
映
え
の
道
」
を
視
聴
し
、
人
権
を
守
る
大
切
さ
を
再
認
識

出
来
た
素
晴
ら
し
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

多くの方が参加

狂言「口真似」の熱演

開会式挨拶
（大石自治会長）

閉会式挨拶
（國府小学校長）



編
集
委
員
長:

編

集

委

員

:

大
石
慶
明

竹
岡

敏
・美
馬
秀
二
・柳
原
善
信
・大
西
實
好
・藤
野
照
雄

（自
治
会
）

山
崎
浩
久
・髙
木
麻
希
（亀
岡
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
）

伝
統
行
事
を
子
ど
も
達
に
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
く
、
今
年
も

１
月
13
日
（日
）に
天
川
児
童
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於
い
て
「と
ん

ど
祭
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
日
前
の
金
曜
日
、
朝
か
ら
天
川
区
、
天
川
子
ど
も
会
育
成

会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
井
桁
、
麦
わ
ら
を
積
み
上
げ
当
日

に
備
え
ま
し
た
。

当
日
、
早
朝
の
6
時
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
子
ど
も
達
か
ら
大
人
ま

で
約
50
人
が
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
眠
た
い
目
を
こ
す

り
な
が
ら
点
火
の
大
役
を
果
た
し
、

「字
が
上
手
く
な
る
よ
う
に
」
と
願
い
な
が
ら
書
初
め
を
燃
や
し

た
り
、
今
年
の
健
康
を
願
い
、
焼
い
た
お
餅
を
食
べ
る
等
、
地
域

の
繋
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

薭
田
野
町
地
区
社
協
が
表
彰
受
賞

平
成
30
年
10
月
21
日
（日
）、
ガ

レ
リ
ア
亀
岡
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
「第
31
回
市
民
福
祉
の
集
い
」

に
於
い
て
、
当
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
平
成
20
年
設
立
以
来
、
多
年

に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上
と
発

展
に
寄
与
し
た
こ
と
に
よ
り
、
亀
岡

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

市福社協より受賞

編

集

後

記

平
成
31
年
に
な
り
既
に
2
ヶ
月
を
経
過
し
、
日
ご
と
に
春
の
日

差
し
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
、
当
町
も
大
き
な
被
害
を

被
り
ま
し
た
が
、
今
年
こ
そ
平
穏
な
一
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
「亥
の
年
」
、
自
治
会
も
薭
田
野
町
の
安
心
・安

全
、
賑
わ
い
の
あ
る
街
づ
く
り
に
「猪
突
猛
進
」
で
頑
張
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

今
年
も
伝
統
行
事
や
地
域
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
積
極
的
に

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

火柱を上げる炎

多くの子ども達が参加

字が上手くなーれ！

と
ん
ど
の
火
に
願
い
を
込
め
て

寄
せ
植
え
講
習
会
の
実
施

11
月
25
日
（日
）、
恒
例
の
寄
せ
植
え
講
習
会
を
自
治
会
2
号

館
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
多
数
の
参
加
者
で
、
賑
や
か
で
、
和
や
か
な
講
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

皆んなで楽しく鉢植えに熱中 第二亀岡園周辺での徘徊模擬訓練（声かけ）

自
治
会
版
「ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
に
、
ご
協
力
を
！

自
分
の
出
身
地
で
あ
る
薭
田
野
町
を
応
援
し
た
い
志
を
お
持

ち
の
方
を
紹
介
下
さ
い
。

自
治
会
か
ら
の
お
願
い


